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他のプロジェクトとの違い(1/2)
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基板のデザインも外注
ケースがないキットになる

海外に直接発注するので、為
替や遅れのリスクあり

国内の基板業者に発注予定
業者の選択肢は複数
相みつをとって比較可能おまかせなので、

価格やスケジュー
ルで工場との連
携が重要



  

他のプロジェクトとの違い(2/2)
● 最近のよくあるプロジェクトは、既存の技術、既存の機構を組み合わせて、新しい外

見、新しい使い方を訴える
　→付加価値を目指すサービス業の発想
デザインだけ変更する作り方では、スピード、価格、目立ち方で売上が左右される。ス
ピードと価格が重要なので、プロジェクト発足時に工場での生産計画が立っているこ
とが重要。

● 本プロジェクトは昭和のものづくりに回帰していて、新しい技術理論、基本性能の向上
（従来にない高音質のオーディオ）が売り
　→古き良き製造業の復活を目指す
従来にない製品を企画、製造するので、事前に生産計画の見積もりを工場に要求する
のが難しい。

1.従来にないから工場側で見積もり作業が大変
2.見積もっておいて発注しないことを繰り返すと、信用を失うので乱発できない
3.見積もり段階で詳細情報を渡すと、工場経由でライバルに設計情報が盗まれる

恐れがある（過去に経験あり）
4.量産試作にもコストがかかるので、事前作業としては実証モデルの製作が限界
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